ヨーロッパの博物館を訪ねて by 赤羽 久忠
ヨーロッパの博物館を訪ねて
はじめに
昨年 1 2 月、約二週問の日程で全国科学博物館
協議会主催の 「欧州科学系博物館視察研修旅行」
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物の 5部門で、現在収蔵標本は、 5,0 万点、職
員数は約750 名ということでした。年間の予算は、
約3,60 万ポンド（与92 億円余り）、入館者数は








































実物 の 迫 力
ー装置は実際に働いているところを見せる一

























































































数万年前で、記録に残る噴火は、 1657 年と 1792 年
の二回あります。二回とも、今の溶岩ドームと同
かくせばさ穿M' ん
じ「角閃石 山岩」が溶岩となって流れ下りまし
た。1972 年の活動では、溶岩の流出以外に火山灰 ・
噴石・地震も激しく、有名な眉山の大崩壊と引き
続く津波で約15,00 名の犠牲者がでました。
なお、この石と火山灰は移動ミニ博物館として
貸出可能です（提供： 鹿児島地方気象台上田義浩氏）
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